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　平成29年第３回定例会が９月12日に行われ、

条例改正、予算補正など、提案された案件を審議

し、全て原案通り可決しました。また、４人の議

員が一般質問を行い、さまざまな観点から町政に

問いかけました。

津花漁港区の船揚場機械庫

　　　  1,166万円補正！

　江差中学校の生徒が育児サポートサー

クルキティに来ている赤ちゃんと、おも

ちゃで遊んだり、お世話したりするふれ

あい体験が行われました。

赤ちゃんふれあい体験
　　　　～江差中学校～
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条例改正や補正予算
　　　　 等を審議！

～地場産業振興等の予算を補正～

（写真）地場産業の振興、普及のため９月 24 日に

行われた産業まつりのようす。

（上）景品付きの餅まきは大勢の人でにぎわった。

（右下）産業まつりと同時に行われた消防ひろばで

の放水体験。消防車の乗車体験も行われた。

（左下）まつりのステージでは、江差幼稚園の子ど

もたちが踊りを披露。他に、江差中学校や江差高

等学校の吹奏楽部の演奏、木村香澄さんのステー

ジも行われた。

平
成
29
年
第
３
回
定
例
会

　
　
　
　
　
　

全
議
案
を
原
案
通
り
可
決
！

　

平
成
29
年
第
３
回
定
例
会
が
、
９
月
12
日
に
開
会
し
、
条
例
改
正
や
補
正
予
算
、
決
算
認
定
等
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

公
営
住
宅
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
改
正
や
町
立
幼
稚
園
設
置
条
例
の
廃
止
条
例
、
一
般
会
計
や
国
民
健
康

保
険
費
特
別
会
計
等
の
補
正
予
算
、
教
育
委
員
会
委
員
及
び
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
人
事
の
同
意
議
案
等
を
原
案
通

り
可
決
し
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
決
算
認
定
（
一
般
会
計
等
９
議
案
）
は
決
算
審
査
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
閉
会
中
の
継
続
調
査
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
今
後
開
催
さ
れ
る
委
員
会
で
審
議
し
、
第
４
回
定
例
会
で
決
算
の
認
定
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
４
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
町
政
を
問
い
質
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
議
員
発
議
と
し
て
、
９
件
の
意
見
書
と
議
会
運
営
委
員
会
の
「
議
会
運
営
に
関
す
る
事
務
調
査
」
を
提
案
し

ま
し
た
。

　

定
例
会
は
、
全
て
の
案
件
に
つ
い
て
審
議
・
可
決
し
、
会
期
を
１
日
残
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。
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平
成
29

年
第
３
回
定
例
会

江
差
港
津
花
漁
港
区

　
機
械
庫
整
備
事
業
等
を
補
正
！

津
花
漁
港
の
機
械
庫

【
一
般
会
計
】

◆
町
道
除
雪
対
策３

，
２
３
９
万
９
千
円

（
全
額
一
般
財
源
）

　

町
道
の
除
雪
に
係
る
作
業
員
の
賃

金
や
重
機
使
用
料
、
委
託
料
等
の
経

費
。

◆
上
水
道
安
全
対
策
事
業
出
資

１
，
３
４
０
万
円

（
全
額
地
方
債
）

　

水
道
事
業
会
計
に
計
上
し
て
い
る

柳
崎
・
水
堀
間
の
水
道
管
耐
震
化
事

業
に
つ
い
て
、
一
般
会
計
出
資
債
で

の
借
入
に
変
更
。

◆
津
花
漁
港
区
船
揚
場
附
帯
施
設
（
機

　

械
庫
）
整
備
事
業
補
助

１
，
１
６
６
万
４
千
円

（
全
額
一
般
財
源
）

　

老
朽
化
し
た
船
揚
場
の
機
械
庫
の

更
新
。
ひ
や
ま
漁
協
へ
の
補
助
。

◆
老
人
福
祉
施
設
費
用
徴
収
金
過
誤

　

納
金
返
還　
　
　
　

  

３
８
４
万
円

（
全
額
一
般
財
源
）

　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
ひ
の
き
荘
入
荘

者
の
費
用
徴
収
で
、
扶
養
義
務
者
の

認
定
誤
り
が
判
明
し
、
誤
徴
収
し
た

金
額
を
返
還
。

◆
日
本
海
漁
業
振
興
緊
急
対
策
事
業

　

補
助
関
係
事
業

・
未
利
用
低
利
用
資
源
有
効
活
用
対
策

　

補
助　
　
　
　
　
　
　
　

  

50
万
円

（
道
支
出
金
他
）

　

ひ
や
ま
漁
協
江
差
支
所
磯
廻
り
団

体
で
は
、
未
利
用
・
低
利
用
資
源
の

有
効
活
用
を
図
る
た
め
、
既
設
の
ナ

マ
コ
養
殖
施
設
等
を
利
用
し
て
ホ
ヤ

や
昆
布
・
ワ
カ
メ
の
養
殖
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
そ
の
た
め
、
江
差
港
湾

内
に
設
置
す
る
ホ
ヤ
専
用
の
養
殖
用

浮
体
式
イ
カ
ダ
の
購
入
及
び
製
作
、

昆
布
・
ワ
カ
メ
の
商
品
化
の
検
討
に

係
る
経
費
を
補
正
。

補

正

予

算
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・
水
産
物
高
付
加
価
値
化
対
策
補
助

１
０
０
万
円

（
道
支
出
金
他
）

　

小
型
ブ
リ
の
加
工
品
開
発
資
材
、

マ
ダ
ラ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
資
材
の
購
入

等
に
係
る
経
費
等
。

【
特
別
会
計
】

◆
国
民
健
康
保
険
費
特
別
会
計

１
９
９
万
１
千
円

（
そ
の
他
特
定
財
源
他
）

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
、
総
合
行
政
シ
ス

テ
ム
改
修
及
び
シ
ス
テ
ム
再
構
築
、

交
付
金
返
還
経
費
の
補
正
。

◆
介
護
保
険
特
別
会
計

１
，
４
３
５
万
９
千
円

（
そ
の
他
特
定
財
源
他
）

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
シ
ス
テ
ム
改
修
、

庁
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
配
線
、
臨
時
保
健
師
配

置
、
介
護
給
付
費
負
担
金
等
返
還
経

費
。

◆
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

１
３
５
万
円

（
全
額
そ
の
他
特
定
財
源
）

　

五
勝
手
中
継
ポ
ン
プ
場
汚
水
ポ
ン

プ
チ
ャ
ッ
キ
弁
交
換
経
費
。

第３回定例会　こんなことが決まりました！

議
員
か
ら
質
疑

津
花
も
含
め
、
江
差
全
体
の
漁
港

整
備
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

津
花
漁
港
区
の
整
備
の
財
源
の

見
通
し
は
。

　

今
後
の
漁
港
の
在
り
方
、
再
活

用
等
を
検
討
し
て
い
る
の
か
。

こ
れ
ま
で
泊
漁
港
、
五
勝
手
漁
港

を
整
備
し
て
い
る
。

　

財
源
は
、
北
海
道
の
地
域
づ
く
り

総
合
交
付
金
を
予
定
し
て
い
る
が
、

事
務
が
遅
れ
て
い
る
た
め
、
今
回

は
一
般
財
源
で
の
補
正
と
な
っ
た
。

江
差
に
限
ら
ず
、
養
殖
で
漁
港
が

使
わ
れ
る
例
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

港
湾
の
一
部
を
養
殖
施
設
と
し
て
、

漁
港
を
鮭
の
中
間
施
設
と
し
て
現
在

利
用
し
て
い
る
。
こ
れ
に
伴
い
、
国

や
道
は
漁
港
区
内
の
潜
水
の
規
制
に

動
き
出
し
て
い
る
。

日
本
海
対
策
事
業
、
漁
業
状
況
等
、

道
と
の
や
り
取
り
で
ど
の
よ
う
な
協

議
を
行
っ
て
い
る
か
。

日
本
海
対
策
は
３
年
間
。
成
果
の
出

る
、
出
な
い
は
あ
る
が
、
何
と
か
継

続
し
て
取
り
組
め
な
い
か
働
き
か
け

て
い
る
。
育
て
る
漁
業
が
主
だ
が
、

回
遊
魚
も
含
め
漁
礁
の
設
置
等
協
議

を
し
て
い
る
。
町
と
し
て
し
っ
か
り

要
請
し
、
引
き
続
き
道
の
力
を
借
り

た
い
。

Q

Ⓐ

Ⓐ

Q

決 算 認 定

　各会計の平成 28 年度決算認定について、閉会

後開催される決算審査特別委員会に付託。

・一般会計歳入歳出決算ほか８会計

昨年の決算審査特別委

員会の現地視察のよう

す（文化会館や尾山の

国道工事及び江差北中

学校体育館を視察）

健全化判断比率等の報告

実質公債費比率 14.4％

　早期健全化基準の 25％と比較すると 10.6 ポイン

ト下回っている。前年度と比較すると 0.2 ポイント

悪化している。

将来負担比率 69.0％

　早期健全化基準の 350.0％と比較するとこれを下

回っている。前年度と比較すると 9.6 ポイント改善

している。

条 例 改 正 ・ 廃 止

・公営住宅の設置及び管理に関する条例の一

部改正

　地方分権改革一括法の第７次の改正により、公

営住宅法が改正され、それに伴う条文の改正を行っ

た。

・町立幼稚園設置条例の廃止条例

　平成 31 年度末で町立あす

なろ幼稚園を廃止すること

について、設置条例を廃止

し、またそれまでの幼稚園

の定員数を減らす内容。

人 事

・教育委員会委員の任命（再任）

　中野　志帆  氏（田沢町・45 歳）

　任期は平成 33 年９月 30 日まで

　の 4 年間。　

・固定資産評価審査委員会委員

の任命（再任）

　横野　晃一 氏（中歌町・61 歳）

　任期は平成 32 年９月 30 日まで
　の３年間。

あすなろ幼稚園
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議員にとって「一般質問」は、

議場という公の場で、町長や教

育長に対して町政運営の考え方

や将来に対する方針を質すこと

ができる唯一の場です。

◆質問は要約されています◆

　議会だよりのスペースの都合上、質

問・答弁は要約したものを載せています。

◆表示の説明◆

　文中の再、再再はそれぞれ再質問、

再再質問を表します。

一

般

質

問

四
議
員
が
町
政
を
問
う

定例会で次のとおり、町長が行政報告しました。

１　養護老人ホームひのき荘入所者に係る扶養義務者の認 

　定誤りについて

　老人ホームの入所に係る費用徴収は、町規則等の規定に基

づき、入所者本人及び主たる扶養義務者から収入等による階

層区分に応じて決定している。

　本来、扶養義務者とすべき方は入所者の「配偶者又は子」

とされているところ、配偶者又は子以外の方２名から費用徴

収を行っていた。１件は「兄」、もう１件は「子の夫」を誤

認定していた。

　事務誤りの原因は、対象者の範囲についての解釈を誤った

こと、毎年の徴収額の見直し事務において、既に認定した扶

養義務者の続柄の再確認をしなかったことによる。

　誤った徴収額は、合計で386万6,404円で、９月末日まで

に返金していきたい。

２　養護老人ホームひのき荘の移管時期等について

　この間の協議において、雄心会より「現在の入所者のため

に少しでも早い改築整備を行いたい」との強い要望を受けて

おり、当初計画の前倒しが可能かどうかも含め協議・検討を

重ねた結果、移管時期等に目途がついた。

　現在の「ひのき荘」を当初の整備計画より６カ月前倒し

し、平成30年10月１日で雄心会へ建物譲渡及び経営移管を

することで協議が整った。

　また、柳崎町に建設する新しい施設について、平成32年

１月に開設する計画となった。

3　寄付採納について

・株式会社ユーラス江差風力 代表取締役　高瀬　達秀様

　現金190万円（使途について意向を踏まえ、検討協議し、

コミュニティテント購入や町道江差小学校線の道路照明ＬＥ

Ｄ化等に活用）

第 ３ 回 定 例 会  行 政 報 告

意 見 書 を 提 出
　９月定例会では９件の意見書を提出しました。そのうち８

件の意見書を原案どおり可決し、関係行政機関へ提出しまし

た。

◆適正な地方財政計画の策定を求める意見書

◆道教委「新たな高校教育に関する指針」を抜本的に見直し

　すべての子どもにゆたかな学びを保障する高校教育を求め

　る意見書

◆教職員の長時間労働是正を求める意見書

◆林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・強化を

　求める意見書

◆「全国森林環境税」の創設に関する意見書

◆森林環境税（仮称）の早期創設及び林業の成長産業化と森

　林の適切な管理の推進を求める意見書

◆受動喫煙防止対策を進めるために健康増進法の改正を求め

　る意見書

◆北朝鮮による核実験・弾道ミサイル発射に抗議する意見書
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9 月定例会　一般質問 塚本　眞 議員（無会派）

「
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
係
る
江
差
町

　
　
　
　

に
お
け
る
防
災
体
制
に
つ
い
て
」

「
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て
」

　

北
朝
鮮
は
８
月
29
日
、
午

前
５
時
58
分
頃
、
弾
道
ミ
サ

イ
ル
１
発
を
東
方
向
に
発

射
。
12
道
県
に
全
国
瞬
時
警

報
シ
ス
テ
ム
、
通
称
Ｊ
ア

ラ
ー
ト
が
作
動
し
た
。
町
で

は
災
害
対
策
本
部
を
設
置

し
、
対
応
し
た
と
聞
い
て
い

る
が
、
経
過
は
。

　

全
国
瞬
時
警
報
シ

ス
テ
ム
を
受
信
後
、
総
務
課

長
へ
指
示
し
、
対
策
本
部
を

設
置
、
対
策
本
部
事
務
局
で

あ
る
総
務
課
を
中
心
に
江
差

消
防
署
と
連
携
し
な
が
ら
対

応
し
た
。
ま
た
、
警
察
署
や

海
上
保
安
署
に
対
し
、
情
報

の
呼
び
か
け
を
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
消
防
吹
鳴

装
置
を
活
用
し
町
民
へ
の
伝

達
を
２
度
行
い
、
消
防
署
で

３
隊
編
成
し
、
落
下
物
の
有

無
の
確
認
の
た
め
、
町
内
巡

回
を
行
っ
た
こ
と
に
加
え
、

役
場
内
で
も
課
長
中
心
の
本

部
会
議
を
開
き
、
情
報
の
共

有
を
図
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
事
案
は
ス

ピ
ー
ド
感
が
非
常
に
求
め
ら

れ
る
。
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
が
鳴
っ

た
後
、
町
の
防
災
シ
ス
テ
ム

の
作
動
時
間
等
の
経
緯
は
。

　

Ｊ

ア
ラ
ー

ト
を
受
信
後
、
対
策
本
部
の

設
置
、
サ
イ
レ
ン
や
放
送
が

自
動
的
に
起
動
し
な
い
こ
と

か
ら
、
吹
鳴
装
置
に
よ
る
町

民
へ
の
伝
達
放
送
等
を
し
て

き
た
。
実
際
に
は
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
が
作
動
し
て
か
ら
10
分
程

の
タ
イ
ム
ラ
グ
が
あ
っ
た
。

　

漁
業
者
に
対
す
る
、

危
険
回
避
対
策
に
つ
い
て
、

町
の
考
え
は
。

　

漁
業
者
へ
の

伝
達
は
、
無
線
を
搭
載
し
て

い
る
漁
船
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト

が
作
動
し
た
場
合
、
小
樽
市

に
あ
る
第
１
管
区
海
上
保
安

本
部
か
ら
緊
急
送
信
さ
れ
る

体
制
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

水
産
庁
か
ら
は
各
漁
協
に
一

斉
送
信
さ
れ
、
漁
協
か
ら
各

漁
業
者
に
伝
達
さ
れ
る
体
制

と
な
っ
て
い
る
等
、
複
数
の

伝
達
手
段
が
確
立
さ
れ
て
い

る
の
で
、
理
解
願
い
た
い
。

　

近
隣
町
村
で
総
務
省
所
管

の
情
報
通
信
技
術
利
活
用
事

業
を
活
用
し
て
、
水
産
業
の

高
収
益
漁
業
や
安
全
操
業
を

目
指
し
て
い
る
事
例
が
あ
る

と
聞
い
て
い
る
。
町
で
は
当

事
業
等
の
活
用
計
画
が
あ
る

の
か
。　

町
と
し
て
、
現
在

の
と
こ
ろ
こ
の
事
業
活
用
の

計
画
は
な
い
が
、
同
一
漁
協

内
に
あ
り
、
江
差
町
同
様
に

厳
し
い
漁
業
環
境
に
あ
る
奥

尻
町
で
の
取
り
組
み
に
注
目

し
て
お
り
、
今
後
も
引
き
続

き
情
報
の
収
集
を
図
り
、
こ

の
事
業
の
活
用
が
可
能
か
ど

う
か
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

　

新
た
な
産
業
の
構
築

等
に
結
び
付
け
ら
れ
る
の
で

は
な
い
か
。
検
討
は
。

　

産
業
振

興
課
等
の
所
管
課
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
ど
の
よ
う

な
活
用
方
策
が
あ
る
の
か
、

支
援
策
、
町
と
し
て
ど
う

い
っ
た
も
の
が
あ
る
の
か

等
も
含
め
、
検
討
し
た
い
。

「
江
差
町
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
利
活
用

　
　

に
よ
る
地
域
活
性
化
対
策
に
つ
い
て
」

　

町
の
子
ど
も
の
貧
困
率
を

き
っ
ち
り
把
握
す
る
こ
と

で
、
具
体
的
に
政
策
と
し
て

立
案
で
き
る
と
思
っ
て
い

る
。
貧
困
率
の
把
握
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

　

当
町
に
お
け
る
貧

困
率
の
把
握
に
は
至
っ
て

い
な
い
が
、
貧
困
対
策
を
よ

り
効
果
的
に
進
め
る
た
め
に

は
、
世
帯
の
経
済
状
況
や
子

ど
も
の
生
活
環
境
等
の
実
態

把
握
は
必
要
不
可
欠
と
認
識

し
て
い
る
。

　

早
期
に
ど
う
い
う
方

法
で
把
握
し
て
い
い
か
協
議

し
進
め
て
も
ら
い
た
い
。
具

体
的
に
貧
困
率
の
調
査
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
等
が
あ
れ
ば
示
し

て
ほ
し
い
。

　

現
段
階

で
具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
持
っ
て
い
な
い
。
貧
困
状

況
を
把
握
す
る
こ
と
は
事
業

を
進
め
て
い
く
上
で
必
要
不

可
欠
と
認
識
し
て
い
る
。
今

後
の
分
析
調
査
状
況
を
踏
ま

え
、
実
施
に
向
け
て
検
討
を

進
め
て
い
き
た
い
。

（上）町立小中学校・幼稚園統一行  

　　　動基本指針（抜粋）

（右）Ｊアラート操作端末

町
長

再

再
再

総
務
課
長

町
長

再町
長

再

町
民
福
祉
課
長

総
務
課
長

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長



議会だより ８

　

三
平
汁
は
、
日
本
遺
産
の

対
象
項
目
に
な
っ
て
い
る

が
、
気
軽
に
味
わ
え
な
い
。

提
供
す
る
店
も
あ
ま
り
な

く
、
家
庭
で
も
そ
ん
な
に
作

ら
れ
て
い
な
い
。

　

し
か
し
、
郷
土
食
、
庶
民

の
味
を
復
活
さ
せ
、
三
平
汁

の
も
て
な
し
で
、
町
を
訪
れ

る
観
光
客
を
は
じ
め
、
町
内

に
生
活
し
て
い
る
人
も
皆
で

食
べ
な
が
ら
町
を
活
気
づ
け

ら
れ
た
ら
と
考
え
る
。

　

飲
食
店
や
、
ぷ
ら
っ
と
江

差
、
町
会
所
、
追
分
会
館
の

ロ
ビ
ー
等
を
活
用
し
、
民
間

の
活
動
が
あ
れ
ば
良
い
と
思

う
が
如
何
か
。

　

日
本
遺
産
の
構
成

文
化
財
で
あ
る
ニ
シ
ン
三
平

だ
け
で
な
く
、
ス
ケ
ソ
ウ
ダ

ラ
、
ぬ
か
ボ
ッ
ケ
、
シ
ャ
ケ
、

農
産
物
で
は
サ
サ
ゲ
を
主
と

し
た
も
の
等
、
季
節
ご
と
に

あ
り
、
こ
れ
ら
の
三
平
汁
の

提
供
が
可
能
か
飲
食
店
等
の

取
り
組
み
が
進
む
よ
う
に
し

た
い
。
１
軒
で
も
多
く
の
お

店
が
三
平
汁
を
提
供
出
来
る

よ
う
、
協
会
を
通
し
て
の
依

頼
、
加
え
て
江
差
追
分
会
館

に
併
設
さ
れ
て
い
る
町
営
レ

ス
ト
ラ
ン
で
の
メ
ニ
ュ
ー
化

の
協
議
を
行
い
た
い
。

　

こ
の
日
本
遺
産
を
契
機
に

町
民
や
団
体
か
ら
イ
ベ
ン
ト

時
等
だ
け
で
も
自
発
的
に
取

り
組
み
た
い
と
の
意
向
が
出

て
き
た
場
合
に
は
、
施
設
の

管
理
上
の
問
題
が
解
決
さ
れ

れ
ば
、
前
向
き
に
検
討
し
て

い
き
た
い
。

　

追
分
会
館
に
出
入
り

す
る
お
客
様
に
、
江
差
独
特

の
食
べ
物
は
な
い
か
等
を
聞

か
れ
る
。
三
平
汁
は
作
り
置

き
も
出
来
、
材
料
も
年
中
対

応
出
来
る
。
前
向
き
に
検
討

す
べ
き
で
は
。

　

レ
ス
ト

ラ
ン
と
の
意
見
交
換
の
中

で
、
我
々
の
意
向
を
伝
え
、

前
向
き
に
対
応
し
て
い
き
た

い
。

　

い
に
し
え
街
道
や
追
分
会

館
界
わ
い
で
追
分
を
流
す
対

策
を
考
え
る
べ
き
。

　

追
分
会
館
の
売
店
の
品
揃

え
が
寂
し
い
。
充
実
す
べ
き

で
は
。
ま
た
、追
分
ポ
ロ
シ
ャ

ツ
が
追
分
会
の
事
務
扱
い
と

な
っ
て
お
り
、
分
か
り
づ
ら

い
。
追
分
会
と
指
定
管
理
者

の
運
営
区
分
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

　

い
に
し
え
街
道
で

の
追
分
が
流
れ
る
環
境
に
つ

い
て
、
６
月
に
中
歌
町
内
会
、

姥
神
町
内
会
役
員
に
説
明
を

行
い
、
基
本
的
に
ご
了
承
頂

い
た
。
９
月
６
日
か
ら
29
日

ま
で
の
概
ね
ひ
と
月
、
試
験

放
送
で
、
町
会
所
会
館
前
と

皐
月
蔵
前
で
、
通
常
は
尺
八

の
音
、
江
差
追
分
全
国
大
会

時
は
、
実
況
を
行
う
予
定
に

な
っ
て
い
る
。
今
回
の
試
験

結
果
を
踏
ま
え
、
次
年
度
以

降
の
本
格
放
送
を
追
求
し
て

い
き
た
い
。

　

ま
た
追
分
会
館
の
指
定
管

理
者
が
担
う
売
店
の
シ
ョ
ー

ケ
ー
ス
に
空
間
が
多
く
、
品

揃
え
に
工
夫
が
な
い
、
人
気

の
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
は
購
入
希
望

者
が
売
店
で
は
買
え
ず
、
江

差
追
分
会
事
務
局
へ
案
内
さ

れ
る
等
、
運
営
区
分
で
の
不

都
合
に
つ
い
て
は
、
質
問
の

趣
旨
を
し
っ
か
り
と
受
け
止

め
、
町
、
指
定
管
理
者
、
江

差
追
分
会
の
連
携
を
強
化
し

な
が
ら
、
善
処
し
た
い
。

9 月定例会　一般質問 小梅 洋子 議員（無会派）

「
追
分
会
館
に
つ
い
て
」

　

呼
称
の
変
更
、
高
校
生
の

全
校
生
徒
の
参
加
、
中
学
生

の
参
加
、
い
に
し
え
街
道
の

コ
ー
ス
は
ど
う
な
の
か
、
を

一
般
質
問
で
聞
い
た
が
、
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
に
協
議

し
て
も
ら
え
る
よ
う
要
請
し

た
い
と
の
答
え
だ
っ
た
。
そ

の
話
し
合
い
は
な
さ
れ
た
の

か
。

　

ま
た
、
参
加
者
減
少
へ
の

取
り
組
み
も
町
と
し
て
協
議

し
て
い
く
と
の
こ
と
だ
っ
た

が
、
ど
う
な
っ
た
か
。

　

今
年
度
の
開
催
は

変
更
が
な
か
っ
た
。
千
人
パ

レ
ー
ド
は
千
人
は
目
標
で
あ

り
、
呼
称
は
既
に
定
着
し
変

更
を
想
定
し
て
い
な
い
こ

と
、
コ
ー
ス
も
こ
れ
ま
で
の

経
緯
や
市
街
地
全
体
の
賑
わ

い
の
観
点
か
ら
変
更
す
る
予

定
に
な
い
こ
と
は
、
観
光
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
か
ら
回

答
を
得
て
い
る
。
中
学
生
の

参
加
は
中
体
連
等
も
あ
り
参

加
要
請
を
行
え
る
環
境
に
な

い
と
判
断
し
て
い
る
。

　

町
の
賑
わ
い
と
し
て
千
人

パ
レ
ー
ド
の
参
加
者
を
ど
う

増
や
し
て
い
く
か
、
検
討
し

て
い
き
た
い
。

「
か
も
め
島
ま
つ
り
の

　
　 
千
人
パ
レ
ー
ド
に
つ
い
て
」

「
日
本
遺
産
認
定
～
三
平
汁
に
つ
い
て
」

産業まつりの会場で、日本遺産認定を記念
して漁協女性部による「にしん三平汁」が
無料でふるまわれた。

町
長

再追
分
観
光
課
長

７月に行われたかもめ島まつり

での千人パレードのようす。

町
長

町
長
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9 月定例会　一般質問 西海谷  望 議員（無会派）

江差沖揚音頭の実演（5 月の連休中）に参加

する観光客。その中には外国人の姿も。

施設の老朽化が著しい給食センター。

（上）調理設備の洗浄作業。（左）給食

はこの搬出口からトラックに乗せられ、

江差・上ノ国の各小中学校へ運ばれる。

議会だより９

　

２
０
１
６
年
度
に
訪
れ
た

観
光
客
数
に
つ
い
て
、
江
差

町
は
３
．
３
パ
ー
セ
ン
ト
増

の
34
万
５
，
８
０
０
人
だ
っ

た
。
結
果
を
踏
ま
え
、
ど
の

よ
う
に
評
価
、
分
析
し
て
い

る
か
。
ま
た
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
、
今
後
の
観
光
誘
致
を

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の

か
。

　

結
果
を
見
る
と
、

北
海
道
新
幹
線
開
業
初
年
度

に
大
き
な
伸
び
を
見
せ
、
２

年
目
の
本
年
度
は
そ
れ
を
維

持
出
来
て
は
い
な
い
も
の

の
、
一
昨
年
か
ら
比
べ
て
７
．

８
パ
ー
セ
ン
ト
の
伸
び
が
あ

り
、
新
幹
線
開
業
効
果
は
そ

れ
な
り
に
持
続
し
て
い
る
こ

と
、
ま
た
、
団
体
か
ら
個
人

へ
大
き
く
シ
フ
ト
し
て
い
る

傾
向
が
あ
る
と
分
析
し
て
い

る
。

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
、
外
国

人
観
光
客
の
入
り
込
み
は
確

実
に
伸
び
て
い
る
。

　

観
光
誘
致
に
つ
い
て
は
、

官
民
の
連
携
に
よ
る
エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
訪
問
を
今
後
も
継

続
し
な
が
ら
観
光
地
江
差
の

魅
力
を
し
っ
か
り
伝
え
る
べ

く
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

国
内
外
か
ら
多
く
の
方
々

に
、
こ
こ
江
差
を
目
指
し
て

頂
け
る
よ
う
、
地
域
資
源
を

磨
き
、
発
信
し
、
集
え
る
観

光
地
づ
く
り
に
向
け
、
一
層

の
取
り
組
み
を
進
め
た
い
。

　

具
体
的
に
継
続
し
て

展
開
し
て
い
く
こ
と
が
大

事
。
江
差
の
魅
力
を
売
り
込

む
チ
ー
ム
等
を
作
っ
て
は
。

　

横
断
的

な
庁
内
委
員
会
を
作
っ
て

い
る
が
、
特
命
で
は
な
い
た

め
、
少
し
検
討
課
題
と
し
た

い
。

　

町
民
全
体
に
広
げ
る
仕

組
み
を
庁
内
全
体
で
議
論

し
て
い
き
た
い
。

　

調
査
時
期
、
調
査
方
法
、

調
査
結
果
は
。
そ
れ
ら
を
踏

ま
え
、
今
後
の
協
議
、
対
策

は
ど
う
進
め
る
の
か
。

　

平
成
28
年
６
月
か

ら
11
月
に
実
施
。
外
観
か
ら

の
目
視
判
断
と
近
隣
住
民
へ

の
聞
き
取
り
を
行
い
総
合
的

な
判
断
で
調
査
を
行
っ
た
。

結
果
、
空
き
家
の
総
数
が

４
２
９
軒
で
、
適
正
管
理
さ

れ
て
い
な
い
家
屋
が
２
６
７

軒
と
な
っ
た
。

　

今
後
の
対
策
は
、
空
き
家

の
管
理
不
全
な
状
態
を
作
ら

な
い
対
策
や
利
活
用
を
図
る

た
め
の
制
度
設
計
に
繋
げ
る

た
め
、
関
係
課
各
々
の
立
場

か
ら
議
論
・
検
討
を
図
り
、

庁
舎
内
の
検
討
委
員
会
を
設

置
し
、
具
体
的
な
対
策
に
つ

い
て
協
議
・
検
討
し
て
い
る
。

　

危
険
家
屋
等
の
解
体

除
去
に
対
す
る
補
助
制
度
等

の
検
討
は
。　

庁
舎
内
検

討
委
員
会
の
課
題
の
一
つ
と

し
て
位
置
付
け
、
議
論
し
て

い
る
。

「
２
０
１
６
年
度
観
光
客
数
の
評
価
、

　
　
　
　

分
析
、
方
策
に
つ
い
て
」

「
『
空
き
家
・
空
き
店
舗
調
査
』
の

　

調
査
結
果
と
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
」

　

８
月
１
日
か
ら
江
差
町
・

上
ノ
国
町
学
校
給
食
組
合
と

し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
施

設
の
老
朽
化
、
運
営
方
法
、

子
育
て
支
援
策
等
、
将
来
に

お
け
る
学
校
給
食
の
在
り
方

を
協
議
・
検
討
し
て
い
く
時

期
で
は
。

　

運
営
方
式
の

将
来
展
望
に
つ
い
て
、
出
来

る
だ
け
早
い
時
期
に
上
ノ
国

町
と
協
議
し
た
い
。

　

施
設
の
状
況
は
、
昭
和
45

年
に
建
設
さ
れ
47
年
が
経
過

し
、
施
設
の
老
朽
化
は
進
行

し
て
い
る
。
施
設
の
改
築
に

つ
い
て
は
、
運
営
方
法
も
含

め
、
今
後
江
差
町
単
独
で
な

く
、
２
町
共
同
で
の
実
施
を

前
提
に
課
題
を
整
理
し
な
が

ら
、
具
体
的
な
協
議
を
進
め

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

給
食
費
の
補
助
制
度
は
、

江
差
町
が
３
分
の
１
、
上
ノ

国
町
が
全
額
補
助
を
実
施
し

て
い
る
。
増
額
に
つ
い
て
は
、

子
育
て
対
策
全
体
の
効
果
や

優
先
度
等
、
総
合
的
に
検
討

し
、
対
応
し
て
い
き
た
い
。

町
長

再ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

教
育
長

再

町
長

総
務
課
長

「
学
校
給
食
に
対
す
る

　
　
　
　 
将
来
展
望
に
つ
い
て
」



議会だより 10

小野寺　真 議員（共産党）9 月定例会　一般質問

　

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
結
果

は
。
そ
れ
に
よ
る
職
場
環
境

の
改
善
が
求
め
ら
れ
る
か
。

　

労
働
時
間
の
把
握
は
適
正

に
行
わ
れ
て
い
る
か
。

　

時
間
外
勤
務
、
代
休
、
年

次
有
給
休
暇
の
取
得
状
況

は
。

　

臨
時
職
員
の
賃
金
の
見
直

し
は
。
長
期
雇
用
者
を
正
規

雇
用
に
す
べ
き
で
な
い
か
。

  
　

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ

ク
に
つ
い
て
、
高
ス
ト
レ
ス

状
態
が
17
人
、
専
門
医
へ
の

受
診
希
望
は
な
か
っ
た
。
職

場
全
体
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
体

制
が
整
い
つ
つ
あ
る
。

　

労
働
時
間
は
、
時
間
外
勤

務
命
令
や
役
場
内
日
誌
で
把

握
し
て
い
る
。

　

時
間
外
勤
務
は
手
当
と
代

休
を
併
用
し
て
い
る
。
全
体

的
に
減
っ
て
い
る
状
況
と
は

言
え
な
い
。

　

年
次
有
給
休
暇
は
、
１
年

間
の
付
与
日
数
20
日
に
対

し
、
３
年
間
の
１
人
当
た
り

の
平
均
は
８
．
２
日
と
な
っ

て
い
る
。

　

臨
時
職
員
は
、
平
成
28
年

に
賃
金
の
見
直
し
を
行
っ

た
。
長
期
雇
用
の
正
職
員
化

は
、
定
員
適
正
化
計
画
を
基

に
全
体
的
に
考
え
て
お
り
、

現
時
点
で
は
困
難
と
考
え
て

い
る
。

　

高
ス
ト
レ
ス
の
方
に

き
ち
っ
と
対
応
す
べ
き
。
改

善
策
は
。

　

時
間
外
を
減
ら
す
目
標
、

計
画
を
や
る
べ
き
で
な
い

か
。

　

臨
時
職
員
に
つ
い
て
、
同

じ
仕
事
を
し
て
賃
金
格
差
が

あ
る
。
改
善
す
べ
き
で
は
。

　

専
門
医
へ

の
受
診
希
望
は
全
職
員
に
周

知
し
た
。
安
全
衛
生
委
員
会

へ
報
告
し
、
分
析
方
法
等
を

検
討
し
て
い
る
。

　

時
間
外
は
、
縮
減
に
向

け
努
力
し
、
業
務
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
管
理
に
努
め
る
。

　

臨
時
職
員
の
正
職
員
化
は

課
題
が
あ
る
が
、
一
部
職
種

に
よ
っ
て
は
考
察
す
る
必
要

が
あ
る
。

　

必
要
な
正
職
員
の

確
保
を
す
べ
き
。

　

年
休
の
取
得
は
ト
ッ
プ
が

先
頭
に
立
っ
て
行
う
べ
き
で

は
。

　

休
み
を
し
っ

か
り
取
る
こ
と
は
課
長
会
議

等
で
町
長
か
ら
伝
え
て
い
る
。

　

業
務
の
分
析
を
し
て
、
定

員
管
理
で
、
必
要
な
人
員
に

つ
い
て
制
度
設
計
し
て
い
き

た
い
。

　

中
央
審
議
会
の
緊
急
提
言

に
つ
い
て
、
教
育
長
の
所
見

は
。

　

教
職
員
の
勤
務
時
間
の
把

握
は
。

　

時
間
外
の
削
減
に
向
け
業

務
改
善
方
針
・
計
画
等
は
策

定
さ
れ
て
い
る
か
。

　

一
定
期
間
の
学
校
閉
庁
日

を
実
現
す
べ
き
で
は
。

　

学
校
の
働
き

方
改
革
を
早
急
に
進
め
て
い

く
こ
と
に
つ
い
て
、
教
職
員

の
健
康
管
理
を
含
め
労
働
環

境
の
適
正
化
を
図
る
必
要
が

あ
る
。
仕
事
と
生
活
の
両
立

や
健
康
維
持
等
は
重
要
な
課

題
。
勤
務
環
境
改
善
に
向
け

た
取
り
組
み
を
推
進
し
た

い
。

　

個
々
の
業
務
従
事
時
間
の

記
録
は
し
て
い
な
い
が
、
今

後
の
把
握
の
た
め
出
退
勤
の

管
理
方
法
の
取
り
進
め
を
し

た
い
。

　

時
間
外
の
削
減
に
つ
い

て
、
町
と
し
て
計
画
・
方
針

は
な
い
が
、
道
教
委
か
ら
方

策
が
示
さ
れ
る
ほ
か
、
管
内

時
間
外
勤
務
等
縮
減
推
進
会

議
を
開
催
し
、
各
町
共
通
認

識
の
も
と
縮
減
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　

学
校
閉
庁
日
の
制
定
に
つ

い
て
は
、
学
校
と
し
て
ど
の

よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の

か
等
も
含
め
校
長
会
、
教
頭

会
で
協
議
し
検
討
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

　

教
育
委
員
会
も
含
め

業
務
改
善
し
て
い
く
べ
き
。

　

国
に
対
し
教
職
員
の
増
加

を
求
め
る
べ
き
。　

独

自

の
取
り
組
み
と
し
て
、
部
活

動
休
止
日
の
設
定
や
部
活
動

顧
問
の
複
数
化
等
。
教
育
委

員
会
と
し
て
は
、
調
査
物
を

減
ら
す
等
負
担
軽
減
も
し
て

い
る
。

　

教
職
員
定
数
改
善
の
要
望

は
今
後
も
し
て
い
き
た
い
。

南が丘小学校で行われた認知症サポーター

養成講座。町では、昨年度から各小学校に

出向き、高齢者疑似体験、白内障・難聴体験、

認知症絵本の読み聞かせ等を行っている。

江差町役場には 100 人以上の職員

が働いている。

「
町
職
員
の
労
働
環
境
に
つ
い
て
」

「
教
職
員
の
労
働
環
境
に
つ
い
て
」

　

新
総
合
事
業
の
実
施
状
況

は
。

　

介
護
難
民
を
生
じ
さ
せ
る

仕
組
み
の
導
入
を
行
わ
な
い

よ
う
国
・
道
へ
求
め
て
い
く

べ
き
。

　

認
知
症
の
地
域
の
現
状
を

ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

　

権
利
擁
護
事
業
に
つ
い

て
、
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
実

施
機
関
を
ど
う
検
討
す
る

か
。

　

指
定
事
業
所
数
は

訪
問
介
護
６
箇
所
、
通
所
介

護
４
箇
所
で
、
12
名
が
総
合

事
業
対
象
者
と
し
て
認
定
さ

れ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い

る
。

　

国
の
制
度
が
ど
う
影
響
し

て
く
る
の
か
動
向
を
み
た
上

で
町
村
会
等
の
議
論
の
場
に

な
る
の
か
判
断
し
て
い
き
た

い
。

　

認
知
症
予
防
や
認
知
症
に

な
っ
て
も
、
地
域
支
援
事
業

や
、
国
が
策
定
し
た
認
知
症

高
齢
者
等
が
自
分
ら
し
く
暮

ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

社
会
の
実
現
を
目
指
す
新
オ

レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
事

業
を
行
っ
て
い
る
。

　

成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
実
施

機
関
設
置
検
討
委
員
会
を
開

催
し
、
実
施
機
関
委
託
先
に

つ
い
て
こ
の
委
員
会
の
中
で

検
討
を
行
う
。

　

地
域
に
入
る
等
、
小

回
り
の
き
く
認
知
症
対
策
を

や
っ
て
も
ら
い
た
い
が
。

　

認

知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
や

講
演
会
等
実
施
し
て
い
る

が
、
そ
れ
と
は
別
に
シ
ニ
ア

ラ
イ
フ
応
援
事
業
で
、
地
域

の
依
頼
に
よ
り
、
集
会
所
や

個
人
宅
に
お
邪
魔
を
し
、
小

規
模
な
勉
強
会
を
開
催
し
て

い
る
。
認
知
症
に
限
ら
ず
、

依
頼
の
あ
っ
た
内
容
で
行
っ

て
お
り
、
活
用
し
て
頂
き
た

い
。

「
介
護
保
険
に
つ
い
て
」

町
長

再

再
再副

町
長

総
務
課
長

町
長

教
育
長

再

再学
校
教
育
課
長

健
康
推
進
課
長
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会　 議　 名 会議日

総務産業常任委員会 社会文教常任委員会 議長
室
井
正
行
（
委
）

若
山
明
廣
（
副
）

薄
木
　
晴
午

小
野
寺
　
真

小
梅
　
洋
子

小
林
く
に
こ
（
委
）

塚
本
　
眞
（
副
）

飯
田
　
隆
一

萩
原
　
　
徹

西
海
谷
　
望

小
笠
原
淳
夫

打
越
東
亜
夫

第 3 回 臨 時 会 7 月 2 8 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第 3 回 定 例 会 9 月 1 2 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●
（病欠） ○

全 員 協 議 会
7 月 2 8 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8 月 3 0 日 ○ ○ ●
（私用） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

総 務 産 業
常 任 委 員 会

7 月 2 0 日 ○ ○ ○ ○ ○

8 月 2 8 日 ○ ○ ○ ○ ○

9 月 7 日 ○ ○ ○ ○ ○

9 月 2 9 日 ○ ○ ○ ○ ○

社 会 文 教
常 任 委 員 会

7 月 1 3 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○

8 月 2 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○

9 月 5 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○

9 月 2 5 日 ○ ○ ○ ○ ○ ●
（病欠）

議会広報特別委員会
7 月 1 3 日 ○ ○ ○ ○ ○

7 月 2 4 日 ○ ●
（病欠） ○ ○ ○

議会運営委員会

7 月 2 6 日 ○ ○ ○ ○ ○

8 月 3 0 日 ○ ○ ○ ○ ○

9 月 5 日 ○ ○ ○ ○ ○

9 月 2 7 日 ●
（私用） ○ ○ ○ ○

決算審査特別委員会
7 月 2 8 日 ○ ●

（私用） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9 月 1 2 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●
（病欠）

出欠状況をお知らせします！
平成 29 年 7 月１日から 9 月 30 日の出欠状況です。斜線部分は出席する必要のない会議です。

○：出席　▲：欠席（公用）　●：欠席（葬儀・病欠・私用）

全
員
協
議
会 

を
開
催
し
ま
し
た
！

・
日
本
遺
産
魅
力
発
信
事
業
に
関
す
る
動
向
に
つ
い
て

　
　

国
か
ら
交
付
を
受
け
る
魅
力
発
信
事
業
に
つ
い
て
、
事

　

業
の
内
容
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

・
か
も
め
島
ま
つ
り
花
火
大
会
中
止
に
伴
う
補
助
金
の
整
理
に

　

つ
い
て

　
　

打
ち
上
げ
中
止
に
伴
う
補
助
金
の
返
還
額
に
つ
い
て
、　

　

所
要
の
経
費
を
差
し
引
い
た
補
助
金
を
返
還
す
る
こ
と
の

　

説
明
が
あ
っ
た
。

・
ア
イ
ヌ
民
族
博
物
館
と
江
差
追
分
会
の
連
携
強
化
に
関
す
る

　

協
定
書
の
締
結
に
つ
い
て

　
　

連
携
協
定
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　

で
、
江
差
追
分
の
披
露
を
目
指
し
取
り
組
ん
で
き
た
成
果
の

　

一
つ
で
あ
り
、
次
世
代
に
歴
史
と
伝
統
文
化
を
正
し
く
継
承

　

す
る
た
め
の
連
携
協
定
で
あ
る
。
締
結
式
は
７
月
30
日
、
文

　

化
会
館
で
の
子
ど
も
江
差
追
分
発
表
会
の
最
後
に
、
来
場
者

　

の
前
で
、
ア
イ
ヌ
民
族
博
物
館
館
長
と
江
差
追
分
会
会
長
が

　

ス
テ
ー
ジ
上
で
協
定
書
を
取
り
交
わ
す
こ
と
と
し
て
い
る
。

７
月
28
日

８
月
30
日

・
老
人
ホ
ー
ム
ひ
の
き
荘
入
所
者
に
係
る
扶
養
義
務
者
の
認
定
誤
り
に
つ
い
て

　
　

本
来
、
扶
養
義
務
者
と
す
べ
き
方
は
入
所
者
の
「
配
偶
者
又
は
子
」
と
さ
れ
て
い
る
と

　

こ
ろ
、
配
偶
者
又
は
子
以
外
の
方
２
名
か
ら
費
用
徴
収
を
行
っ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
説

　

明
が
あ
っ
た
。

・
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ひ
の
き
荘
の
移
管
時
期
等
に
つ
い
て

　
　

移
管
時
期
を
半
年
前
倒
し
す
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
た
。
平
成
30
年
10
月
譲
渡
、
32
年
１

　

月
開
設
と
な
る
。

・
あ
す
な
ろ
幼
稚
園
廃
止
関
連
に
つ
い
て

　
　

町
立
幼
稚
園
廃
止
条
例
の
上
程
と
、
そ
れ
ま
で
の
定
員
数
を
減
少
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　

説
明
が
あ
っ
た
。

・
江
差
ウ
イ
ン
ド
パ
ワ
ー
㈱
へ
の
出
資
取
り
止
め
に
つ
い
て

　
　

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
の
補
助
金
返
還
義
務
が
失
効
す
る
平
成
31
年
２
月
末
で
経
営
か
ら
退
く
方
向

　

で
調
整
に
入
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。



　

道産 間伐材使用

この用紙は、原材料の一部に

道産間伐材を使用しています

議会の動き
◆議会運営委員会（出席５名）

・第３回臨時会について

◆江差町ほか2町学校給食組合議会第2回定例

　会

◆檜山広域行政組合議会第１回臨時会

◆第３回臨時会（出席12名）

◆全員協議会（出席12名）

・日本遺産魅力発信事業に関する動向につい

　て

・かもめ島まつり花火大会中止に伴う補助金

　の整理について

・アイヌ民族博物館と江差追分会の連携協力

　に関する協定書の締結について

◆H28年度決算審査特別委員会

　（出席９名、欠席1名）

◆社会文教常任委員会（出席６名）

・福祉行政に関する事務調査

◆総務産業常任委員会（出席５名）

・かもめ島周辺の利用計画に関する事務調査

◆檜山議長会・渡島檜山議長会連絡会議

　（江差町開催）

◆全員協議会（出席11名、欠席１名）

・養護老人ホームひのき荘入所者に係る扶養

　義務者の認定誤りについて

・養護老人ホームひのき荘の移管時期等につ

　いて

・あすなろ幼稚園廃止関連について

・江差ウインドパワー㈱への出資取り止めに

　ついて

◆議会運営委員会（出席5名）

・第３回定例会について

◆議会運営委員会（出席5名）

・第3回定例会について

◆社会文教常任委員会（出席６名）

・福祉行政に関する事務調査

◆総務産業常任委員会（出席５名）

・かもめ島周辺の利用計画に関する事務調査

◆第３回定例会（出席11名、欠席１名）

◆H28年度決算審査特別委員会

（出席9名、欠席１名）

◆議員会清掃活動（かもめ島えびす浜清掃）

◆社会文教常任委員会（出席５名、欠席１名）

・福祉行政に関する事務調査

◆議会運営委員会（出席４名、欠席１名）

・議会運営に関する事務調査

◆総務産業常任委員会（出席５名）

・かもめ島周辺の利用計画に関する事務調査

◆檜山広域行政組合議会第１回定例会

◆社会文教常任委員会（出席６名）

・福祉行政に関する事務調査

◆議会広報特別委員会（出席５名）

・11月号議会だよりについて

議会だより 12

　江差追分全国大会を前に、９月13日、江差町議会議

員会（会長：室井正行）が、かもめ島えびす浜の清掃

活動を行いました。江差を訪れる観光客や追分関係者

の皆さんが、気持ちよく江差で過ごして頂きたいとの

思いから、一昨年、昨年に引き続き実施しました（町

長、副町長、教育長にも参加して頂きました）。

清掃活動を行いました
～江差町議会議員会～
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　江差町議会本会議は、どなたでも傍聴することがで

きます。

　町民の皆さんが選んだ議員の活動状況や、町政の方

針などを議場で確かめましょう！

　議会の傍聴は、受付後、出入りは自由で、都合のい

い時間で傍聴できます。

　皆様の傍聴をお待ちしております！

（問）議会事務局（℡52-6713）

議会を傍聴しましょう！
次の定例会は12月です。
日程は町広報誌やホームページでお知らせします！

7月26日

27日

28日

8月2日

28日

29日

30日

9月5日

7日

12日

13日

25日

27日

29日

10月4日

11日

　
　江差中学校の生徒さんが、赤ちゃんと触れ合う課外授業

で訪問されるということで、撮影のため育児サポートサー

クル・キティさんへお邪魔をしました。

　江中の生徒さん達が到着、エプロンを付けて即席パパマ

マの登場です。皆さんも最初は戸惑った様子でしたが、赤

ちゃんを腕に抱かされると自然と笑顔になるのが撮影して

いても伝わりました。そんな笑顔が表紙をご覧になった皆

さまにも伝わり、見

た瞬間に暖かい気持

ちになって頂けると

嬉しいです。

　撮影に協力してい

ただきました皆さま

にも、改めて感謝申

し上げます。
（撮影者：小林くにこ議

会広報特別委員会委員）

今 号 の 表 紙


